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呼 吸 器 感染 症 にお け るpazufloxacinの 臨床 的検 討

小花光夫 ・佐 々木隆幸#・ 松 岡康夫 ・入交昭一郎

川崎市立川崎病院内科*

(#現 慶應義塾大学内科)

新 しく開発 されたピリ ドンカルボ ン酸系抗菌薬であるpazufioxacin(PZFX)を 急性扁桃炎4

例,急 性気管支炎3例,肺 炎1例,肺 気腫 に伴った二次感染2例,陳 旧性肺結核 に伴 った二次

感染1例,計11例 に1回100～200mg1日3回 食後に経 口投与 した。臨床効果判定は11例

中,投 与 日数不足2例 を除 く9例 に可能であ り,著 効1例,有 効5例,や や有効3例 で,計9

例中6例 で有効以上であった。起炎菌を同定 し得 た3例 では菌消失2例,減 少1例 であった。

本剤 による と思われた副作用は認めなかったが,本 剤投与前後における臨床検査値では好酸球

増多が1例 に認められた。
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Pazufioxacin(PZFX)は 近年,富 山化学工業(株)および(株)

ミドリ十字 において新 しく開発 されたピリ ドンカルボン

酸系抗菌薬でofioxacinと 比較 して,よ り優れた抗菌力

を有 している。本剤は殺菌的に作用 し,そ のin vitroに お

ける抗菌スペク トルは好気性お よび嫌気性のグラム陽性

菌ならびに緑膿菌 を含むグラム陰性菌におよんでいる。

そ して,従 来のピリ ドンカルボ ン酸系抗菌薬に比較 して

高い血 中濃度が得 られるという特長 を有 している1)。

我々はこのような基礎的評価 をふ まえ,内 科領域の各

種呼吸器感染症において本剤の臨床的検討 を行なったの

で,そ の成績 を報告する。

投与対象は平成4年11月 から5年3月 までの間に,

川崎市立川崎病院内科に通院または入院 した患者で,治

験 として本剤投与の同意の得 られた男性7例,女 性4例

の計11例 であ り,解 析可能例 は投与 日数不足の為,す

べてが判定不能であった2例 を除 く9例 であった。それ

らの年齢 は26歳 か ら71歳 にわ た り,平 均48,0歳 で

あった。

感染症の内訳 は急性扁桃炎4例(1例 除外:症 例No.

4),急性気管支炎3例,肺 炎1例,肺 気腫 に伴 った二次感

染2例(1例 除外:症 例No.10),陳 旧性肺結核 に伴 った

二次感染1例 であった。薬剤投与方法 としてはPZFXを

1回100～200mg,1日3回 食後に服用 させた。投与 日

数は4～14日 間であった。

効果判定 としては細菌学的には菌の消失をもって有効

とし,臨 床的には発熱,喀 痰性状 喀痰量 などの臨床症

状お よび胸部X線 所見,血 沈,CRP,白 血球数などの検査

所見の改善から,著 効,有 効,や や有効,無 効の4段 階

及び判定不能 とした。

なお,本 剤投与中に副作用 としてア レルギー症状,消

化器症状 中枢神経症状 などの出現がないか否か調査 し

た。 また,本 剤投与前後 に末梢血,肝 機能,腎 機能など

の臨床検査 を施行 して,臨 床検査値異常の出現の有無を

みた。

症例の一覧表をTable1に 示 した。症例1は 急性扁桃

炎例で,扁 桃膿培養では常在菌のみ検出され,起 炎菌を

明らかにすることはで きなかったが 臨床的には有効で

あった。症例2は 同 じく急性扁桃炎例で,扁 桃膿培養で

は β-streptococcusが検 出され,本 剤7日 間投与 にて菌数

は減少に とどまり,臨 床的にも微熱が継続 してやや有効

と判定 された。症例3は 同 じく急性扁桃炎例で,扁 桃膿

培養では常在菌のみ検出され,起 炎菌を明 らかにするこ

とはで きなかったが 臨床的には有効であった。症例5

は急性気管支炎例で,起 炎菌を明 らかにすることはでき

なかったが,臨 床的には咳嗽が持続 してやや有効 と判定

された。症例6は やはり急性気管支炎例で,起 炎菌 を明

らか にする ことはで きなかったが,臨 床 的には有効で

あった。症例7は 糖尿病 と慢性腎不全 を基礎疾患 として

有する急性気管支炎例で,起 炎菌を明らかにすることは

できなかったが 臨床的には有効であった。症例8は 狭

心症 と甲状腺機能低下症を基礎疾患 として有する肺炎例

で,喀 痰培養ではStalbhylococcus aureusが 検出され,本 剤

7日 間投与にて除菌 された ものの,菌 量が少量であった

ので起因菌 とは推定出来なかった。臨床的 には咳嗽,喀

痰が持続 してやや有効 と判定 された。症例9は 肺気腫に

伴った二次感染例で,喀 痰培養ではMcraxelta catarrhalts

が検出されたが,本 剤投与 にて除菌 され,臨 床的には速

やかに解熱 し,著 効 と判定 された。症例11は,陳 旧性肺

結核に伴った二次感染例 で,喀 痰培養ではS. aureusが

検出されたが,本 剤投与にて除菌 され,臨 床的には有効
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と判定 された。

臨床効果判定は急性扁桃 炎2例 で有効,1例 でやや有

効,急 性気管支炎2例 で有効,1例 でやや有効,肺 炎1

例でやや有効,肺 気腫 に伴 った二次感染1例 で著効,陳

旧性肺結核 に伴 った二次感染1例 で有効であ り,合 計9

例中6例 に有効以上であった。なお,起 炎菌 を同定 し得

た3例 で は菌 消 失2例(S. aureus1例,M.catarrhalis 1

例),減 少1例(β-streptecoccus)で あ っ た 。

本 剤 に 起 因 す る と 思 わ れ た 副 作 用 は1例 も認 め ら れ

な か っ た が,投 与 前 後 に お け る 臨 床 検 査 値 で は 好 酸 球 増

多(216/mm3→729/mm3)が1例 に 認 め ら れ た。

ピ リ ドン カ ル ボ ン酸 系 経 口 抗 菌 薬 で 殺 菌 的 作 用 を 有 す

Table 1. Summary of cases treated with pazufloxacin in respiratory tract infection

Sputum P: purulent PM: mucopurulent M: mucous MIC: inoculum size 106 CFU/ml NT: not tested 
* Case excluded f

rom evaluation
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るPZFXを 急性扁桃炎3例,急 性気管支炎3例,肺 炎1

例,肺 気腫 に伴 った二次感染1例,陳 旧性肺結核に伴 っ

た二次感染1例,計9例 の各種内科領域呼吸器感染症に

投与 した ところ6例 で有効以上であった。この成績は本

剤が経 口剤であるため,投 与症例が全 て中等症以下 で

あったことを考慮 すれば,十 分 には満足 で きるもので

あったとは言い難い。 しか し,少 数例 とはいえ,副 作用

が全 く認められず,臨 床検査異常値の発現 もほ とんど問

題 となるものが認め られなかったことは注 目に値する。

本剤はこれまでの基礎的検討から,選 択毒性 に優れ,中

枢神経 ならびに循環器系に対す る作用が弱いことが知ら

れてお り,従 来のピリ ドンカルボ ン酸系抗菌薬 より副作

用が少ない ことが期待 されているが,今 回の我々の成績

はこれを裏付 けるものであったといえよう。

以上 よ り,PZFXは 内科領域の呼吸器感染症 において

十分に有用 と考えられ,今 後の更なる検討 に値する抗菌

薬である と思われた。
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Clinical study of pazufloxacin in respiratory tract infections
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A new antimicrobial agent, pazufloxacin (PZFX), was administered for 4-14 days at daily doses of 

300•`600 mg to 9 patients, 3 each with acute tonsillitis, acute bronchitis and one each with pneumonia, 

infected pulmonary emphysema and infected old pulmonary tuberculosis. Clinical efficacy was excellent 

in 1, good in 5 and fair in 3 cases. No side effects were recognized in any of these patients.


